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　学校法人西南学院は、1916年に米国人宣教師Ｃ.Ｋ.ドージャーによって福岡市

に設立されました。

　創立者の遺訓 “Seinan, Be True to Christ”（西南よ、キリストに忠実なれ）

は、学院の建学の精神として、現在もなお大切に受け継がれています。

　少子化が急速に進むなか、今後私学を取り巻く環境はさらに厳しいものとなるこ

とは避けられません。

　一方、価値観の多様化が進み、また世界情勢も混迷を深めるなか、各個人におい

ては精神的な土台を築くことが一層重要になっていくに違いありません。建学の精

神をもつ私学、とりわけキリスト教主義を教育の土台に据えたミッションスクール

の役割は大きいものであると確信します。

　2016年に創立100周年を迎えた西南学院は、次の100年を見据え、今後も建学

の精神を守り、さらに発展し続けるために、「西南学院ビジョン2026-2037」を策

定し、その具現化のため、各学校・園・保育所において検討を重ね、「中期計画

2026-2029」を策定いたしました。

　今般策定した中期計画の真髄は、建学の精神が語りかけていることは何かを、そ

れぞれの場で問い、具現化していくことを通して、西南学院における教育や保育

を、より素晴らしいものとすることにあります。変化の激しい時代ゆえに、4年の間

には計画内容の変更や再考を余儀なくされることも当然予想されますが、そのよう

なときでもビジョンがあれば、建学の精神に照らし状況に応じて柔軟かつ適切に対

応できるに違いありません。

　私たちは、学院を先達から受け継ぎ未来へと引き継いでいきます。

　それはつまり、現在を託されている者として、学院をよりよいものにして引き継ぐ

責務、「未来に対する責任」があるということです。

　学校法人西南学院は、「未来に対する責任」を果たすべく、一歩ずつ着実な歩み

を進めていきます。

学校法人西南学院 理事長
宮崎 隆一
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